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Aus dem Physiologischen Institut der Okayama Med. Fakultat

 (Direktor: Prof. Dr. S. Oinuma).

Uber die Beeinflussung der Sehscharfe des einen Auges durch dauernden 
Lichtreiz auf das andere.

Von

Sin-itiro Tamura.

Eingegangen am 29. Marz 1933.

Der Versuch wurde folgendermassen angestellt;

Die Sehscharfe des Auges wurde bestimmt durch die Feststellung der grossten 

Entfernung fur die genaue Erkennung der Lucke eines bestimmten Landoltschen 

Ringes (In der Probe war der eine Ring schwarz auf wissem Grunde, der andere weiss 

auf schwarzem Grunde). Um den Einfluss der Pupillengrosse zu vermeiden, wurde 

das rechte Auge mit der Stenopaischen Brille bewaffnet, wahrend die Netzhaut des 

linken Auges von einer bestimmten Lichtquelle den Reiz empfing. Die Lichtquelle 

veriierte bei jeder Versuchsreihe in drei Stufen namlich; 2,3; 12,7; 54,0 M. K. Dit 

Bestimmung der Sehscharfe wurde unter verschiedener Beleuchtung, d. h. 2,0; 8,6; 

33,6; 60,0; 126,6 Lux vorgennommen.

Daraus ergibt sich folgendes:

1. Wenn ein Auge dauerndes Licht empfangt, so wird die Sehscharfe des anderen 

in der Weise beeinflusst, dass sich die Sehscharfe verfeinert bei der Sehprobe mit 

schwarzem Ring auf weissem Grund, sich dagegen vermindert bei weissem Ring auf 

schwarzem Grund.

2. Bei schwacherer Beleuchtung ist der Einfluss deutlicher bemerkbar als bei 

starkerer, und mit der Zunahme der Starke und der Zeitdauer des in das andere Auge
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einfallenden Lichtes wird der Einfluss geringer.

3. Abhalten des Lichteinfalls im anderen Auge fuhrt meistenteils sine anschlies

sende temporale Abnahme der Sehscharfe herbei. 2-5 Minuten nach dem Abhalten 

des Lichteinfalls wird die Sehscharfe wieder normal, d. h. ihr Wert wird ohne Be

einflussung durch das andere Auge wiederhergestellt.

4. Das obige Resultat stimmt mit der von Hering ermittelten Tatsache bei der 

binokularen Mischung tonfreier Farben gut uberein. (Autoreferat).
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主要文獻

第1章　 緒 論

1930年Kravkov1)ハ"Uber eine zentrale Beeinflussung der Sehscharfe"ナ ル 論文 ニ

於 テ一眼 ニ與ヘタル光刺戟 ガ間接 ニ他眼 ノ視 カ ニ影響 ヲ及ボ スコ トヲ提唱 シ,其 ノ際視 標 トシ

テ白地 ニ黒標 ヲ使 用 スル時 ハ視 力増加 シ,黒 地 ニ白標 ノ場 合ハ視 力減少 スル ヲ見,其 ノ影 響 ハ

暫時殘 存 シテ數 分 ノ間 ニ徐 々ニ舊 ニ復 スル ヲ見 タ リ.余 ハ氏 ト異 リタル實驗方法 ヲ選 ビ昭和6

年2月 ヨ リ5月 ニ至 ル間 ニ之 ヲ追 試 シ其 ノ成績 ヲ得 タ レバ茲 ニ之 ヲ報 告 ス.

第2章　 文 獻

照 度 ヲ増 ス ニ 從 ツテ視 力 ノ増 加 スル コ トハ 古 ク ヨ

リ知 ラ レ タル事 實 ニ シテ1754年Tobias Mayes2)ガ

視 角 ハ照 度 ノ6乘 根 ニ 逆 比例 スル コ トヲ發 表 シテ 以

來 兩 者 間 ノ關 係 ニ就 テ多 ク ノ研 究 者4) 14) 21)續 出 セ

リ.而 シテ 視 力 ハ照 度 ノ對 數 ニ比 例 ス ト云 フKonig3)

ノ實 驗 以 來Rerree-Rand5),廣 田4),鈴 木6)等 モ 之 ト

一 致 セル 成 績 ヲ得 タル コ トモ周 知 ノ コ トナ リ.

他 方 ニ於 テ1887年Schmidt-Rimpler7)ハ 健 眼者

ニ テ ハmassige Skleralbeleuchtungニ ヨ ツテ 中 心視

力 ハ 著 シ ク良 好 トナ リ,強 キ 光線 ヲ鞏膜 ニ投 ジ タ ル

場 合 ハ 視 力 ハ 著 シク減 弱 ス ル ヲ認 メ タ リ.即 チ氏 ハ

中 心 視 力ハ 周 邊 部 網 膜 照 射 ノ程 度 ニ ヨ ツテ 増 加 或 ハ

減 少 ス ル ヲ認 メ タ リ. 1900年Hummersheim8)ハ 被

檢 者周 圍 ノ明 サ ヲ増 ス時 ハ視 力 ノ増 加 ヲ來 ス コ トヲ

認 メSchmidt-Rimplerハ 之 ニ對 シテ 一 定 條 件 ノ モ ト

ニ周 邊 照 明 ヲ ナ ス時 ハ 中心 視 カ ヲ増 加 シ且 此 ノ如 キ

視 力 増 加 ハ瞳 孔縮 小 ニ ヨ ル トナ スUhthoff派 ト反 對

ニatropinisierenシ タル 瞳 孔 ニ於 テ モ 認 メ タ ル コ ト

ヲ追 加 セ リ. 1900年Depene9)ハseitliche Blendung

即 チ側 方 ヨ リ鞏 膜 ヲ透 過 シテ 網 膜 ヲ照 ス コ トノ中 心

視 力 ニ及 ボ ス影 響 ヲ研 究 シ視 標 ガ強 ク照 明 サ レタ ル

時 側 方 ヨ リ網 膜 ヲ照 ス時 ハ視 力 ノ増 加 ヲ來 シ視 標 ガ

弱 ク 照 明 サ レ タ ル時 ハ 中 心視 力 ノ減 少 ヲ來 ス コ トヲ

認 メ其 ノ原 因 ハ 前 者 ハBlendungニ ヨル 瞳 孔 ノ縮 小
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ニ ヨ リ後 者 ハ 網膜 ノAdaptationsstorungニ ヨ ル ト セ

リ. 1930年 自 玖10)氏 ハ被 檢 者 周 圍 照 明 ニ ヨ リ視 力 ノ

減 弱 ヲ認 メ其 ノ原 因 ハ網 膜 周 邊 部 照 輝 ニ ヨル 網膜 中

心 部 感 覺 ノ減退 ニ ヨル モ ノ トセ リ.然 ル ニ1930年

Kravkov1)ハ 視 力 ハ當 該 網膜 部 分 ノ直 接 ノ刺 戟 ノ ミ

ナ ラズ神 經 中 樞 ヨ リ視 中 樞 ニ達 スル 間 接 刺 戟 ニ ヨ ツ

テ 影 響 サ レ得 ル事 ヲ認 メ タ リ.即 チ一 眼 ニ光 刺 戟 ヲ

與 ヘ テ他 眼 ノ視 力 ニ及 ボ ス影 響 ヲ觀 察 シ タ ル ニ緒 論

ニ述 べ タル成 績 ヲ得 タリ.次 デ後 藤12)氏 ハKravkov

ト同 様 ナ ル實 驗 方 法 ニ ヨ リ氏 ト一 致 セ ル成 績 ヲ得 タ

ル ヲ報 告 セ リ.後 藤 ハ光 刺 戟 ノ光 源 トシテ 強 弱2様

ノ電 燈 ヲ用 ヰ 且 刺 戟 時 間 ヲ長 ク シ タル 場 合 及 ビ光 刺

戟 ノ強 キ モ ノ ヲ與 ヘタ ル場 合 ハ 其 ノ影 響 大 ナ リ ト云

ヘ リ.而 シテ 其 ノ理 論 的 説 明 ニ至 リテ ハ 向 後 ノ研 究

ニ 俟 ツペ キ モ ノ トセ リ.然 ル ニ雨 宮 及 ビ植 村13)バ 一

眼 ヲ持 續 的 明 調 應 状 態 ニア ラ シメ 他 眼 ヲ30-60分

暗 保 シ其 ノ暗 保 眼 ニ就 キテ 一 定 ノ視 力 ヲ得 ル ニ要 ス

ル 照度 ヲ檢 査 シ タル ニ視 力 ト照 度 ト ノ關 係 ヲ表 ス 曲

線ハ對照時 ト一致 シ兩者間ニ何等本質的 ノ差異ヲ見

ズシテ氏等ハ一眼ニ與ヘタル持續的光刺戟ハ他眼ノ

視力ニ全ク影響ヲ及ボスコトナキヲ主張セ リ.

飜 ツテ視標 トシテ白地ニ黒標及 ビ黒地 ニ白標ヲ用

ヰタル時ニ夫等ト視力 トノ關係ニ就テノ文獻ヲ繙 ク

ニKolbe16)ハ 黒地上ノ白色文字ハ白地上ノ黒色文字

ヨリモ認識スルコト容易 ニシテ明度ノ差大ナル場合

ハ認識スルコト困難ナリト云ヘリ.廣 田17)氏 ハ視標

照度0.018米 燭及ビ101米 燭 ノ何 レニ於テモ 白地 ニ

黒 ノ視標ガ黒地 ニ白 ノ視標 ヨリモ視力良 好ナルヲ認

メBalch19)モ 亦白地ニ黒文字ハ黒地ニ白文字 ヨリモ

容易ニ認 メラル ト云ヘリ.國 井18)ハ之 ニ反 シ一般ニ

黒地ニ白 ノ視標 ノ方ガ白地 ニ黒 ノ視標 コリモ容易ニ

認識 セラルルコトヲ認メ,白 玖氏モ黒地 ニ白環ハ白

地ニ黒環ヨリモ視力良好ナル結果ヲ得 タリ.小 口23)

氏ハ黒地 ニ白ノ見 へ方惡 ク白地ニ黒ノ方良好ナル結

果ヲ得 タルモ一層視標ヲ大 トナス時ハ黒地ニ白 ノ方

見易クナルコトハ想像サ レ得ルトナセ リ.

第3章　 實 驗 方 法

1.實 驗室.岡 山醫科大學生理學教室講堂ヲ使

用セ リ.周 圍 ノ窗ニハ總テ黒幕ヲ張 リ「画 ピン」ニテ

密ニソレヲ押止メ光線 ノ漏入セザル様ニシタル上,

戸外ノ暗黒 トナリタル夜間ニ實驗シタルヲ以テ完全

ナル暗室 ヲ得 タリ.

2.被 檢者.豫 備實驗ニ於テ當教室諸員ヲ煩ハ

シ本實驗ニ於テハ試視力表ニ理解 ノアル眼科教室看

護婦諸姉ニ依頼シ視力1.2以 上 ニシテ年齢19-24歳

ノ者6名 ニツキ實驗ヲ施行セ リ.

3.視 標. 14cm平 方 ノ白色画用紙 上ニ濃キ墨

汁ヲ以テLandolt氏 環状視標ノ白地ニ黒環及ビ黒地

ニ白環ヲ種々作リソレヲ厚キ「ボール紙 」ニ貼 リ豫備

實驗ニ於テ適當 ト認メタルヲ以テ其 ノ0.5及 ビ0.6ノ

環 ヲ使用シタリ.

4.視 標照度.視 標ヲ右 前方1mヨ リ投射角

35° ヲ以 テ 照 明 シ其 ノ照 度 ハ計 算 ニ ヨ リテ2.0; 8.6;

 33.6; 60.0; 126.6;米 燭 ノ5種 ヲ用 ヰ タ リ.光 源 ハ

電 燈 ヲ用 ヰ 其 ノ電 源 ハ本 教 室備 付 ノ蓄 電 池 ヨ リ取 リ

且他 ニ使 用 ス ル者 ナ キ夜 間 ニ於 テ 實 驗 シ電 壓 計 ニ連

絡 シテ 時 々計 測 シ ツ ツ電 壓 ノ安 定 ノモ トニ施 行 シ,

以 テ 照 度 ノ變 化 ガ視 力 ニ及 ボ ス影 響 ヲ除 去 セ リ.電

球 ハ艶 消 シ電球 ヲ用 ヰ,其 ノ光 度 ハLummer and

 Brodhun's光 度 計 ヲ用 ヰ 標 準 蝋 燭1燭 光 ヲ基 準 ト シ

テ2.4燭 光 ヲ測 定 シ次 デ「マ ツダ電 球 」10.5燭 光 ヲ 得

順 次 比 較 測 定 シテ 「マ ツダ 瓦 斯 入 電 球 」41.0; 72.9

 154.5燭 光 ノ5種 ヲ使 用 セ リ.

5.小 孔 板.左 眼 ニ持 續 的 光 刺 戟 ヲ與 へ ツ ツ右

眼 ノ視 カ ヲ測 定 シ タル モ ノ ニ シテ 右 眼 前 ニ ハ 實 驗 中

終 始 直 徑1.5mmノ 小 孔 板 ヲ裝 用 シ以 テ 瞳 孔 縮 張 ノ

視 力 ニ及 ボ ス影 響 ヲ除 去 シ タ リ.小 孔 板 ハ 眼 鏡 枠 ニ
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裝用 シ枠ハ右手ニテ保持セシメ始終小孔ヲ瞳孔 ノ中

心ニ保持セシメタリ.

6.光 刺戟裝置.左 眼 ノ光刺戟裝置 トシテ第1

圖 ノ如キモノヲ考案シタリ.即 チ「ボール紙」ニテ圓

錐形 ノ筒ヲ作 リ大ナル方ノ口徑(a)ハ 左 眼窩周圍 ノ

顔面ニ密着スル程度ノ大サ トシ小ナル方(b)ハ 電球

ノ出入シ得ル程度ニ止メタ リ.大 ナル口徑(a)ガ 左

眼窩周圍 ノ顏面ニ緊密 ニ當ル様ニ「ボール紙 」ノ邊縁

ヲ作リ且光線ノ漏出ヲ防グ爲メ黒襦子布(c)ヲ 幾 重

ニモ其ノ邊縁ニ縫ヒツケ,小 ナル口徑(b)ハ 電球(d)

ノ出入スルロニシテ同ジク黒襦子布(e)ヲ 幾重ニモ

縫ヒツケ電球 ノ「ソケツト」ト「コード」(f)ノ 所 ヲ

此黒襦子布上ヨリ左手ヲ以テ握 リシメ同時 ニ(c)ヲ

左眼窩周圍部ニ壓 シツケテ此裝置ヲ保持スルモノナ

リ.而 シテ電球(d)ハ 長 キ「コー ド」ニヨリテ電燈線

ニ接續セシメ被檢者ノ距離 ノ移動 ニ伴ヒテ自由ニ保

持ノママ移動スルヲ得セシメタリ.電 球 ノ尖端 ト眼

トノ距離ハ約10cmニ ナ ル様ニ筒ノ長サヲ規定シタ

リ.而 シテ光刺戟用電球 ノ光度ハ100Vニ 於テ夫々

2.3; 12.7; 54.0;燭 光 ノ3種 ヲ使用セ リ.

第1圖

7.視 力 測 定 法.凡 ソ視 力 測 定 ノ方 法 ニ2種 ヲ

區 別 ス ル ヲ得 ベ ク,其 ノ1ハ 被 檢 者 ト視 標 トノ距 離

ヲ一 定 シ視 標 ノ大 サ ヲ變 ズル法 ニ シテ,其 ノ2ハ 視

標 ノ大 サ ヲ一 定 ニ シ被 檢 者 ノ距 離 ヲ變 ズ ル法 ナ リ.

 Kravkov及 ビ後 藤 ノ視 力 測 定 法 ハ前 者 ニ屬 ス.即 チ

氏 等 ハ 視 標 トシ テ2箇 ノ正 方形 ヲ用 ヰ(前 者 ハ10×

10cm,後 者 ハ20×20cm)ソ レヲ2箇 ノ凸「レ ンズ 」

ニ ヨ ヅテ3:1000ニ 縮 小 シ ソ レヲ鏡 面 或 ハ直 角 「ブ

リスマ」ニヨツテ光線徑路 ニ垂直ナル方向ニアル被

檢者ノ右眼ニ達セシメ其 ノ2點 間 ノ距離 ノ右眼ニ於

ケル角度ヲ求 メテ當該眼 ノ視力 トシ左眼ニ光刺戟ヲ

與ヘタル時 ト與ヘザル時 トヲ比較シタルモノナ リ.

余 ハ視力測定ノ方法 トシテ視標 ヲ一定ニシ被檢者

ノ距離ヲ變ズル其 ノ2ノ 方法ヲ選ビタリ.長 キ距離

ニ於テ此方法ヲ用 フル時ハ距離 ノ差 ニヨリ可ナリ精

細ナル視力 ノ變化ヲ認ムルヨトヲ得 レバナ リ.即 チ

余ハ實驗室内長サ12mノ 場所ヲ使用 シ其 ノ一方ノ

端ニ視標 ヲ被檢者 ノ眼 ノ高サニ保持 シ視標 ノ直下ヨ

リ床上ニ張 リタル長サ10mノ 米尺 ノ一方 ノ端 ヨリ

視標ニ向ツテ前記光刺戟裝置ヲ左眼ニ宛テテ之ヲ左

手ニテ保持 シタル儘米尺上ヲ徐々ニ前進スルモノニ

シテLandolt氏 環 ノ切 レ目ヲ認識スル所ニテ止マラ

シメ更ニ徐 々ニ後退セシメテ朦朧 トナ レバ又前進セ

シメ數囘反覆 シテ被檢者 ヲシテ切 レ目ヲ確實ニ認識

スル最大距離 ヲ選バシメテ最後ニ切レ目ノ方向ヲ2

囘的中 セシメテ其 ノ位置 ヲ足尖 ノ所ニテ視標 ヨリ幾

糎距 リ居ルカヲ懐中電燈ニテ讀 ミテ夫 レヲ記録シタ

リ.最 初豫備實驗ニ於テ大凡ノ的中ヲ以テ距離 ヲ測

ル時ハ其 ノ誤差 ノ大ナルヲ知 リ被檢者自身ガ標準ヲ

一定 ニシテ確實ニ切 レ目ヲ認識 スル最大距離 ヲ選バ

シメタル次第ナリ.且 足尖 ニテ其 ノ距離ヲ讀ムニ留

メタルハ余ノ實驗ハ左眼ニ光刺戟 ヲ與ヘタル時 ト與

ヘザル時 ノ視力 ヲ比較スルヲ目的 トシタルヲ以テナ

リ.

前 記光刺戟裝置ヲ消燈 シテ左眼ニ當テテ之 ヲ保持

シタル儘小孔板ヲ裝用シタル右眼ノ視力ヲ測 リ最初

ノ1囘 ハ除外 シ後5囘 ヲ連續測定 シ其 ノ平均ヲ無刺

戟時平均視力 トシタリ.暫 時其 ノ儘ニテ休憩 シタル

後光刺戟裝置ニ點燈 シテ之ヲ左手 ニテ保持シツツ5

囘連續 シテ視力ヲ測定 シタルモ ノニシテ,左 眼ニハ

2.5-3分 間連續的ニ光刺戟 ヲ與ヘタル理ナリ.而 シ

テ直ニ之ヲ消燈シテ其 ノ後數分或ハ夫 レ以上 ノ間數

囘以上ニ亙 リ視力ヲ測定 シ光刺戟除去後視力 ノ時間
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的經過ヲ記録シタリ.其 ノ間左手ハ光刺戟裝置保持

ノ爲メ疲勞ヲ覺ユル時ハ途中介補者ヲシテ其ノ儘ノ

状態ニテ之ヲ保持セシメ被檢者左右ノ手ヲ休メシメ

テ後實驗ヲ續行スルコトトセ リ.

被檢者暗室ニ入 リテ後10分 以上15分 暗調應セシ

メテ後實驗シタルモノニシテ1人 ニツキ反覆スル時

ハ少クトモ20分 以上普通ハ30分 以上ノ休憩ヲ置キ

テ次 ノ測定ニ移 リタリ.

第4章　 實 驗 成 績

1.視 標 白地 ニ黒環 ノ場 合(第1表 參照).視 標 トシテ白地 ニ黒環 ヲ用 ヰタル場 合 ハ左眼 ニ

與 ヘタル光刺戟 ニヨ リ右眼 ノ視 力ハ増加 ノ傾 向 ヲ示 ス.併 シナガラ著 シキ個 人差 ア リテ被檢者

6名 中2名 ハ完全 ニ視 力ノ増 加テ來 シタルモ2名 ハ反對 ニ殆 ド減少 シ極 ク僅 ニ増 加 セル ノ ミ,

而 シテ殘 リ2名 ハ増 加及 ビ減少相半 ス.實 驗總計90例 中51例(57.0%)ハ 増 加 シ其 ノ内33.3%

ハ10.0%以 上 ノ増加 ヲ示 シ43.1%ハ5-10%ノ 増 加ヲ 示 シ其 ノ他 ハ極 ク僅 ノ増加 カ或 ハ殆 ド

變 リナキ程度 ノモノナ リ.反 之,實 驗總數90例 中39例(43.5%)ハ 光 刺戟 ニ ヨ リ視 力 ノ減 少

ヲ來 ス.其 ノ内10%以 上 ノ視 力減少 ヲ示 ス モノ33.3%ニ シテ5-10%ノ 視 力減少 ヲ示 スモ ノ

41.0%ニ シテ其 ノ他 ハ極 ク僅 ノ減 少力或ハ殆 ド變 リナキ程度 ノモノナ リ.

2.視 標 黒地 ニ白環 ノ場 合(第2表 參照).黒 地 ニ白環 ノ視標 ヲ用 ヰ タル時 ハ左眼 ニ與 ヘ タ

ル光刺戟 ニヨ リ右眼 ノ視 力ハ減少 ス.此 際 ハ個人的差違 モナク殆 ド全部即 チ實驗總 數90例 中

86例(95.6%)ハ 減 少 ス.其 ノ内10%以 上 ノ減少 ヲ來 スモノ33.7%ニ シテ5-10%ノ 減 少 ヲ來

ス モノ43%ナ リ.

第1表　 視 標 白 地 ニ 黒 環
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第2表　 視 標 黒 地 ニ 白 環

3.視 標 照度 ノ影響

視標照度 ヲ2.0; 8.6; 33.6; 60.0; 126.6;米 燭 ノ5種 ニ換 ヘテ試 ミタル ニ其 ノ影響顯著 ナ

ラザル モ弱 照度 即 チ2.0米 燭 ノ場 合ハ光刺戟 ニヨル影響著 シキ モノノ如 シ.即 チ白地 ニ黒環 ノ

視 標 ノ時 ハ視 力増加 ノ傾 向著 シク視 標黒地 ニ白環 ノ時 ハ視 力減少著 シ.強 照度 ニ於 テハ反 之白

地 ニ黒環 ノ視標 ノ時 ハ視 力増 加 ノ傾 向著 シカラズ.

4.光 刺 戟 ノ強弱 ノ及 ボ ス影響

左眼 ノ光刺戟 ヲ2.3; 12.7; 54.0;燭 光 ノ3種 ニ シテ其 ノ強弱 ノ及 ボス影響 ヲ見 ル ニ殆 ド大

差 ナク極 ク僅 ニ強 キ燭光 ノ場 合 ニ影響多 キヲ見ルノ ミ.

5.光 刺 戟 ノ時間的影響(第3表-第12表 參 照).

2-3分 間 普通2.5分 間 持續 的ニ左眼 ニ光刺戟 ヲ與 へ其 ノ間約20-30秒 置 キ ニ5囘 連續 シテ

視力 ヲ測定 シタル ニ著 シカ ラザル モ時 間的 影響 ヲ認 ム.即 チ光刺戟 ヲ與 ヘ タル最初 ノ視 力 ト最

後 ノ視 力 トヲ比較 スル時 ハ視 力増加 スル モノハ更 ニ増加 シ減 少 スルモ ノハ更 ニ減少 スル モノ多

シ.特 ニ黒地 ニ白環 ノ視標 ノ場合 ハ其 ノ傾 向著 シ.

6.光 刺戟除 去後 視 力ノ時 間的經過(第3表-第12表 參照).

光 刺 戟 ノ影響 ガ其 ノ除 去後 幾何迄 殘存 シ得ル ヤヲ見 ン トシテ光 刺戟除 去後約30-60秒 置 キ

ニ數分或 ハ夫 レ 上 ニ亙 リ視 力 ヲ測 定 シタ リ.大 部 分ハ略 ボ舊 態 ニ復 シタル時 ニ測定 ヲ止 メタ

ル モ場合 ニ ヨ リテハ其 ノ後 ノ視 力 モ記録 シタル モノモ ア リ.
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白地 ニ黒環 ノ場合 ニ於 テ光刺戟 ニ ヨリ視 力増 加 シタル51例 ニ於 テ光刺戟除 去後 直ニ無刺戟

平均視力以下 ニ減 少スル モノ35例(68.6%)ニ シテ其 ノ内ノ大多數(80.0%)ハ1´-1´20゛ 後 ヨ

リ漸 次視 力恢復 シテ無刺戟時平均視 力或 ハ夫 レ以上 ニ恢復 シ,其 ノ恢 復 ニ要 スル時 間 ハ3-4分

ノ間最 モ多 ク シテ42.8%ヲ 占 メ次 ニハ1´-1´40゛ 後 ニ恢復 スル モノ35.7%ヲ 占 ム. 5分 以 上 ヲ

要 スル モノハ少數 ナ リ(第2圖 參照).

第2圖
白 地 ニ 黒 環

視 標 照 度33.6LX.

光 刺 戟 光 度12.7燭 光

被 檢 者TA. S.

光刺戟 ニヨ リ視力増 加スルモノノ内刺戟除 去後直(35゛)ニ 無刺戟時 平均 視 カニ恢復 スル モノ

6例(11.8%)ニ シテKravkovノ 云 ヘル如 ク漸 次視 力恢復 シテ無刺戟時視 力ニ恢復 スルモ ノハ

僅 ニ5例(10.0%)ニ 過 ギズ.而 シテ無刺戟時 平均視 力ニ恢復 スル時 間ハ一定 セズ1´40゛-5´10゛

ヲ要ス(第3圖 參照).

第3圖
視 標,白 地 ニ 黒 環

視 標 照 度2.0 LX.

光刺戟光度2.3燭 光

被 檢 者F. M.

67



2902 田 村 眞 一 郎

又 白地 ニ黒環 ノ場合 ニ於 テ光刺戟 ニ ヨ リテ視 力減少 スル モ ノ39例 ニ於 テ光刺戟除 去後 直 ニ

(25″-45″)更 ニ視 力減少 スルモノ27例(69.2%)ニ シテ其 ノ内50″-1´45″ ヨ リ漸次視 力恢

復 シテ無刺戟時視力或 ハ夫 レ以上 ニ恢復 スルモノ23例(85.2%)ニ シテ無刺戟時 平均 視力 ニ恢

復 スルニ要 スル時間 ハ4-5分 間 ノモノ最 モ 多ク(52.1%)次 ニ ハ1´15″-1´55″ 及 ビ5分 以 上ヲ

要 スルモ ノ少數 ナ リ(第4圖 參照).

第4圖
視 標,白 地 ニ 黒 環

視 標 照 度60.0LX.

光 刺戟光度5.40燭 光

被 檢 者TU. S.

黒地ニ白環ノ場合ハ光刺戟 ニヨリ總テ視力減少スル コトハ第2表 ニ示 ス如 シ.而 シテ光刺戟

除 去後 ニ漸次視力恢復増加シ無刺戟平均視力或ハ夫 レ以上ニ恢復スルモノハ24.4%(21例)ニ

シテ多ク2-5分 ニ恢復 ス(第5圖 參照).

黒地 ニ白環 ノ場合ニ於テ光刺戟除去後 モ引續 キ更ニ夫レ以下ニ減少 シ次ノ瞬間ヨリ漸次恢復

シテ無刺戟時平均視力及 ビ夫 レ以 上ニ恢復スルモノ47.6%(41例)ニ シテ多 ク數分ニシテ無刺

戟時視力ニ恢復ス(第6圖 參照).

又1´-1´20″ マデハ引續 キ更 ニ減 少シ其ノ次ノ瞬間 ヨリ漸次恢復 シテ無刺戟時 平均視力或ハ

夫 レ以上ノ視力ニ恢復スルモノ8.1%(7例)ア リ.光 刺戟除去後直ニ無刺戟時視力 ニ恢復 スル

モノ14.0%ア ルモ大部分ハ其 ノ後減少ス.
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第5圖
視 標,黒 地 ニ 白 環

視 標 照 度33.6LX.

光 刺 戟 光 度12.7燭 光

被 檢 者TA. S.

第6圖
視 標,黒 地 ニ 白 環

視 標 照 度60.0LX.

光 刺 戟 光 度54.0燭 光

被 檢 者A. H.
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第3表　 白 地 ニ 黒 環　 視 標 照 度2.0LX.

第4表　 白 地 ニ 黒 環　 視 標 照 度8.6LX.
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第5表　 白 地 ニ 黒 環　 視 標 照 度33.6LX.

第6表　 自 地 ニ 黒 環　 視 標 照 度60.0LX.
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第7表　 白 地 ニ 黒 環　 視 標 照 度126.6XL.

第8表　 黒 地 ニ 白 環　 視 標 照 度2.0XL.

72



一眼ニ與ヘタル持續的光刺戟ガ他眼ノ視力ニ及ボス影響ニ就テ 2907

第9表　 黒 地 ニ 白 環　 視 標 照 度8.6LX.

第10表　 黒 地 ニ 白 環　 視 標 照 度33.6LX.
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第11表　 黒 地 ニ 白 環　 視 標 照 度60.0LX.

第12表　 黒 地 ニ 白 環　 視 照 標 度126.6LX.
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第5章　 點,線 及 ビ正方形ノ見へ方ニ就テ

各箇 ノ點及 ビ線 ノ認識 ニ就 テハ種 々ノ實驗20)ア リ.本 邦 ニ於 テモ既 ニ兩小 口22) 23)及 ビ坂 口24)

ノ實 驗 ヲ見ル.併 シナガラ一眼 ニ光刺戟 ヲ與 ヘ タル場 合 ニ之等 ノ認 識 ガ如何 ナル影響 ヲ受 クル

ヤニ就 テハ未 ダ實驗者 ナ シ.依 ツテ余 ハ前章 ノ説明 ノ一助 トナサ ン トシテ小範 圍 ニ之 ヲ試 ミタ

リ.其 ノ視標 ニ就 テハ小 口23)氏 ニ負 フ所多 シ.

1. 10cm平 方 ノ白色画用紙上 ニ白地 ニ黒及 ビ黒地 ニ白 ノ1.0及 ビ2.0mm平 方 ノ正方形 ヲ

画 キソ レヲ「ボール紙」ニ張 リテ視 標 トシ照度8.6及 ビ33.6米 燭 ニ於 テ右眼 ニテ一點 トシテ認識

スル最大距離 ヲ測定 シ無 刺戟時 ノ5囘 平均 ト左 眼ニ光 刺戟 ヲ與 ヘタル場 合 ノ夫 レ トヲ比 較 シタ

リ.無 刺戟時 ニ於 テハ白地ニ黒點 ヨ リモ黒 地 ニ白點 ノ方見 へ方 良好 ナ リ.視 標照度8.6米 燭 ニ

於 テ視 標1.0及 ビ2.0mm平 方 何 レノ場 合モ左 眼 ニ光 刺戟 ヲ與 ヘタル時 右眼 ノ點 トシテ ノ認知

ハ 白地 ニ黒點 ハ無刺戟時 ヨ リモ認知困難 ニ シテ黒地 ニ白點 ハ反之 認識容易 トナル.然 ルニ視標

照度 ヲ33.6米 燭 ニ増 ス時 ハ白地 ニ黒點及 ビ黒地 ニ白點何 レモ認識困難 トナル(第13表 及 ビ第

16表 參照).

2. 10cm平 方ノ白色画用紙上ニ白地 ニ黒及 ビ黒地ニ白ノ幅0.5mm長 サ1.0及 ビ2.0cmノ

縱線ヲ画キ「ボール紙」ニ張 リテ視標 トシ照度8.6米 燭 ニ於テ右眼ニテ縱線 トシテ認知 シ得ル最

大距離ヲ測定 シ無刺戟時 ノ5囘 平均 ト左眼ニ光刺戟 ヲ與 ヘタル場合ノ夫 レト比較 シタ リ.視 標

照度8.6米 燭 ニ於テハ無刺戟時 ハ黒地ニ白線 ノ方白地 ニ黒線 ヨリモ容易ニ認知サル.左 眼 ニ光

刺戟ヲ與ヘタル場合ニ右眼ノ縱線 ノ方向 ノ認知ハ長 サ1.0cmニ 於テハ白地ニ黒線 ハ認知容易

トナリ黒地 ニ白線 ハ認知困難 トナル.長 サ2.0cmニ 於 テハ白地ニ黒線 モ黒地ニ白線モ認知困難

トナルモ黒地ニ白線ノ方著 シ(第14表 及 ビ第17表 參照).

3. 10cm平 方ノ白色画用紙上ニ4.0及 ビ8.0mm平 方 ノ白地ニ黒及 ビ黒地ニ白ノ正方形ヲ画

キソレヲ「ボール紙」ニ張 リテ視標 トナシ照度33.6米 燭 ニ於 テ右眼 ニテ正方形 トシテ認知 スル

最大距離ヲ測定 シ無刺戟時ノ5囘 平均 ト左眼ニ光刺戟 ヲ與 ヘタル場合ノソレトヲ比較 シタ リ.

視標4.0mm平 方 ニテハ無刺戟時ハ白地 ニ黒ノ方黒地 ニ白 ヨリモ認知容易 ニシテ視標8.0mm平

方ハ幾分此傾向薄ク.左 眼ニ光刺戟ヲ與ヘタル場合右眼ニテ正方形ノ認知ハ白地ニ黒 ノ場 合ハ

何 レモ良好 ニシテ黒地ニ白ノ方ハ認知不良 トナル(第15表 及 ビ第18表 參照).

測定 ノ方法及 ビ裝置其ノ他前章 ト同一ナル コト勿論ナ リ.光刺戟 トシテ光度 ノ12.7燭 光 ヲ用

ヰタ リ.
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第13表　 面 點 ノ 見 へ 方　 光刺戟光度12.7燭 光

第14表　 縱 線 ノ 見 へ 方　 光刺戟光度12.7燭 光

第15表　 正 方 形 ノ 見 へ 方　 光刺戟光度12.7燭 光

76



一眼ニ與ヘタル持續的光刺戟ガ他眼ノ視力ニ及ボス影響 ニ就テ 2911

第16表　 面 點 ノ 見 へ 方　 光 刺 戟12.7燭 光

第17表　 縱 線 ノ 見 へ 方　 光 刺 戟12.7燭 光

77



2912 田 村 眞 一 郎

第18表　 正 方 形 ノ 見 へ 方 光 刺 戟12.7燭 光

第6章　 考 按

以上ノ實驗ニ於テ左眼ニ持續的光刺戟ヲ與ヘタル場合ニ右眼ノ視力ハ白地ニ黒視標 ノ場合ハ

増加ノ傾向ヲ示 シ,之 ニ反 シ黒地ニ白視標ノ場合ハ殆 ド總テ減少 スルヲ見ル.其 ノ成績ハ略ボ

Kravkov及 ビ後藤 ト一致ス.但 シ白地ニ黒視標ノ場合ニハ悉クハ視力増加 セズ,カ ヘツテ約半

數ハ減少 スルヲ見ル.此 事實ハ豫備實驗ニ於テモ確カニ認 メタルヲ以テ特 ニ此方面ニ注意 シテ

測定 シタルニ視 力減少 スル者 ハ多クノ場合減少 スルヲ見ルハ畢竟個人差ニヨルモノ ト考フルヲ

得ベシ.

一眼ニ光刺戟 ヲ與 ヘタル場合ニ他眼ノ視力ニ影響 ヲ及ボ シ其ノ際白地ニ黒視標 ノ場合ハ視力

増加 シ黒地ニ白視標 ノ場合ハ視力減少スル事實 ノ説明 トシテハKravkovハ 間接 ニ視中樞 ノ興

奮ニヨルモノ トシ,後 藤ハ之 ニ對 シテ理論的説明ヲ與ヘズ.

余ハコノ説明 ニ兩眼ニ對 スル異 レル強度ノ色彩ナキ色感(Tonfreie Farbe)ノ 融合ニ關 スル

Heringノ 實驗成績31)(s. 224)ヲ 用ヰン ト欲 ス.氏 ノ實驗ニヨレバ一眼ニ平等ナル白色 ノ感ア

リ他眼 ニハ同様ナル白色ノ地 ノ上 ニ黒色 ノ斑點 ヲ視ル時此兩感覺ガ融合スル場合ニハ黒色 ノ斑

點ハ其ノ黒色 ノ度 ヲ減ズ,即 チ一眼 ノ感覺ハ他眼ノ相當部(Korrespondierende Punkt)ヨ リ

起ル感覺ニ影響 アル コトヲ示 セリ.但 シ一眼ニ映ズル黒色斑點ノ大サ小ナ レバ小ナル程夫 レニ
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及ボス他眼ノ影響少ク例 ヘバ視力檢査ニ供スル視標ノ大サニ於テハ全ク其 ノ影響 ヲ認 ムルコ ト

能ハズ(l. c. s. 229)ト.

以上 ノ事實ヲ余ノ實驗成績ニ當テハムルニ一眼(A)ニ 白地ニ黒視標 ヲ視ル時他眼(B)ニ 白

色感 ヲ起 サシムレバ其 ノ白色感 ガA眼 ノ白地 ヨリ起ル白色感 ヨリ強 キ場合ニハ白地 ノ白色感ハ

増加ス,但 シ視標 ノ黒サハ視標ノ小ナル爲 メニ影響 ヲ被ラズ.斯 ル場合 ニハ視力表ノ照度 ヲ増

シタル ト同様ノ理由ニヨリヲ視力ノ増加 ヲ來 ス.若 シB眼 ニ起 ル白色感A眼 ノ白地 ヨリ起ル

白色感ニ及バザル時ニハ白地ノ白色感ヲ減 ジ視力表 ノ照度ヲ減 ジタル場合 ト同様 ニテ視力 ヲ減

ズ.

一眼Aガ 黒地ニ白色視標 ヲ視ル時他眼Bニ 白色感ヲ起サシム レバ其ノ白色感ハA眼 ノ黒地

ヨリ起ル黒色感ヲ減 ジテ灰白ニ近カラシム.然 ルニ白色視標ハ大サノ小ナル爲 メニ其 ノ影響ヲ

被ムルコトナシ.斯 ノ如キ場合ニハ視力表ノ照度ヲ減 ジタル場合 ト同様ニ視標 ト黒地 トノ感覺

強度 ノ差 ヲ減ズル爲メニ視力ヲ減ズベキナリ.

余 ノ實驗成績ハ完全ニ此事實ノ適用ニヨリテ説明 シ得ルモノナ リ.

第7章　 結 論

1.一 眼ニ持續的光刺戟ヲ與フル時ハ他眼ノ視力ニ影響 ヲ及ボシ,其 ノ際 白地ニ黒視標 ヲ視

ル時ハ視力増加ノ傾向ヲ示 シ,黒 地ニ白視標 ヲ視ル時ハ殆 ド總テ視力減少ス.

2.視 標照度ハ弱 キ方其ノ影響多 キモ,光 刺戟 ノ強弱及 ビ時間的影響 ハ僅少 ナ リ.

3.光 刺戟除去後ハ直ニ一時的ニ視力ノ減少スル場合多クシテ光刺戟影響 ノ漸衰スル場合少

シ.而 シテ光刺戟除去後3-5分 ニシテ無刺戟時視力ニ恢復 ス.

稿 ヲ終ルニ臨 ミ御懇篤ナル御指導 ト御校閲ヲ賜ハリシ恩師生沼教授ニ謹謝ス.
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